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教団・教派

■イムマヌエル綜合伝道団『イムマヌエル教報』（2026
年７月960号）「第41回日本福音同盟総会　理事改選の
選挙　北野理事長を中心に新たな体制が発足し」岩上
敬人（浦和教会）＝６月１日～２日、日本福音同盟（JEA）
第41回総会が掛川市のつま恋リゾートで開催された。
……JEA理事長に北野献慈師（福音自由教会）が選ば
れ、理事には三浦陽子師（日本同盟基督）、大竹護師（日
本長老教会）、小泉創師（日本イエス）、蔦田順子師（イ
ムマヌエル）、関昌宏師（チャーチ・オブ・ゴッド）、鈴
木英夫師（日本ホーリネス）、内村保師（アッセンブリー
ズ・オブ・ゴッド）、児玉智継師（JECA）、大澤克哉師（東
京フリー・メソジスト）、大山明師（メノナイト・ブレザ
レン）、小坂嘉嗣師（日本宣教会）の合計12名が選ばれ
た。JEAの歴史の中で初めて女性理事２名が選出された。
福音派のリーダーシップに女性が入ったことは、遅すぎ
る面もあるが、ようやく教団のリーダーの立場に女性が
入ってきたことがJEAで体現できたことは感謝だった。
■日本キリスト教会『福音時報』（2026年７月883号）
「認定神学生のためにお祈りください」三好明（志木北
教会牧師）＝昨年の第75回大会において可決された「認

定神学生」制度が、2026
年１月１日から施行され
た。この制度の目的は、

その規約の第１条にあるように「日本キリスト教会教師
を志願する者を、他の神学教育機関で学ぶ段階から『日
本キリスト教会の神学生』として認定し、日本キリスト
教会神学校がその学びと教会生活について指導・支援す
ること」である。そして、今年の第75回定期東京中会
において、日本聖書神学校に在学中の中山慶介さん（柏
木教会会員）の認定が承認され、認定神学生となった。
■日本福音ルーテル教会『るうてる』（2026年７月943号）
「『献金』問題によせて」多田哲（日本福音ルーテル合志
教会・水俣教会牧師、ルター研究所研究員）＝近年、「献金」
という言葉は、必ずしも良い響きで受け止められてい
ないかもしれない。カルト団体による過度な献金要求や、
信者・家族の生活を損なうような金銭的圧力が社会問
題として取り上げられてきた。教会においても、信徒
ではない家族から献金に対して疑念を持たれるケース
が報告されている。そのため、教会が献金について語
るときにも、そもそも献金とは何か、そして何であっ
てはならないのかという前提をあらためて丁寧に確認
する必要がある。ルーテル教会において、献金は救い
を得るための条件ではない。私たちは献金によって神
の恵みを買うのではなく、すでに与えられている恵み
に対して、感謝をもって自由に応答することができる。

団体

■日本キリスト者医科連盟『医学と福音』（2026年７月
78号）「AI時代における医療と信仰」小宅泰郎（関東
部会、小児科医）＝問題なのは、悪意がある人間が破壊
的な目的のためにAIを利用する場合だ。各個人に対し、
AIの使用を制限することはできないので、この悪意があ
るAIの利用については、一定の規制が当然必要だが、例
えば生殖医療に対する倫理的な規制のように、一定のコ
ンセンサスと効力を持った規制を行うことが出来るかにつ
いては不安を感じる。特に、昨今の〇〇ファーストと、自
分の集団の利益を最優先する風潮や、国際法・国際秩序を
無視した政治リーダーの動きは、AIの平和的な目的のみ
の利用の促進という、あるべき姿に対する脅威を感じる。
■平和を実現するキリスト者ネット『ニュースレター』
（2026年７月269号）「次の世代とひらく平和への歩み」
樋口さやか（日本YWCA会長）＝外にいる人たちに
向けて、私たちの活動を魅力的に伝えていくことにつ
いても考えさせられている。人権が守られた平和な世
界を大切だと思う気持ち、そのために何かをしたいと
いう思いは、どの世代にも共通していると思う。……
だからこそ、今活動を担っている私たち自身が想像力
を持ち、新しい世代の人たちがどのような世界で生き、
どのような世界を平和な世界として思い描いているの
かに思い巡らせる必要があるのではないか。
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正社員募集中

　来る8月30日（日）、「関東大震災朝鮮人・中国人虐殺犠牲者103
年キリスト者追悼祈祷会」が開催されます（会場：富坂キリスト
教センター＋オンライン）。これは、３年前の2023年９月３日に開
催された「関東大震災朝鮮人・中国人虐殺犠牲者100年キリスト者
追悼集会」（実行委員会主催）を引き継ぐものです。
　100年の追悼集会の際、私たちは、6000人以上の朝鮮人と700人
以上の中国人が無残に殺された大

ジェノサイド

虐殺の背後には、行政によって
広められた朝鮮人への侮蔑的な風潮があったこと、そして警察は
虐殺を止めようとしなかったばかりか加担したことを学びまし
た。さらに、教会は朝鮮人・中国人を守ろうとしなかった罪を告
白しなければならないことを深く心に刻みました。
　翌24年、この追悼集会を100年の年だけで終わらせるのではな
く、毎年覚えて祈りを献

ささ

げたいと願い、NCC東アジアの和解と平
和委員会が呼びかけて、多くの教会や団体の賛同を得、101年目の
追悼祈祷会を開催しました。以来、毎年実施し、今年は103年目の
祈祷会となります。
　今もなお、日本政府は「政府としては虐殺の事実を確認できな
い」という姿勢を変えていません。東京都知事も、関東大震災にお
ける朝鮮人・中国人への虐殺の事実に背を向け、関東大震災朝鮮人

犠牲者追悼式典に送付してきた「追悼
の辞」を2017年以降取りやめたままで

す。それどころか、政府は「国家情報会
議設置法案」を３月13日に閣議決定、５月
27日に参院で可決・成立させ、いわゆる
「スパイ防止法」を制定させようとして
います。監視監督を強めようとする国の
動きを知る時に、関東大震災の時に、「不逞鮮人」をあぶりだすた
めに「十五円五十銭」と言わせ、朝鮮人・中国人を捕らえて惨殺し
た事実があったことを決して忘れてはならないと思わされます。
　改正入管法も加わって排外主義が急速に強まり、国旗損壊罪
法案等のナショナリズムがいよいよ牙をむく中ですが、私たち
は関東大震災における大虐殺からの問いに、これからもより一
層向き合い続けなければならないと思います。「地の塩・世の
光」として召されているキリスト者の使命にたって、社会で起
きていることに敏感でありたいと願います。
　今年は、関東大震災下で虐殺された中国人労働者を追悼する
会共同代表の林
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さんが「王
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希天惨殺事件をめぐって」と題
してお話ししてくださいます（詳細はNCCのホームページをご
覧ください）。ぜひご参加ください。（飯塚拓也　いいづか・た
くや＝日本基督教団／東アジアの和解と平和委員会委員長）

103年目の追悼祈祷会　私たちは忘れない
【主催・共催集会】

＊詳細は NCC ホームページのニュー
スをご覧ください。Facebook でも案
内しています。
■第 48 回ウクライナを覚えて平和を祈
るキリスト者祈祷会　8 月 24 日（月）
後８時～８時 45 分、オンライン。日
本カトリックいのち・平和・人権委員
会、平和を実現するキリスト者ネット、
NCC の共催。
■ 関東大震災朝鮮人・中国人虐殺犠牲
者 103 年キリスト者追悼祈祷会　８月
30 日（日）後３時～５時、富坂キリス
ト教センター（東京都文京区）とオン
ライン。NCC 東アジアの和解と平和委
員会が呼びかけ。
■「子どもと聖書とエキュメニカル運
動」検証プロジェクト主催・第８回公
開講座　９月５日（土）後２時～３時
半、日本キリスト教会館（東京都新宿区）
＋オンライン４階会議室。NCC 教育部
が事務局。

【委員会など】
■８月22日（土）財政検討チーム
　第３回会議
■８月25 日（火）部落差別問題委員会
■９月７日（月）靖国神社問題委員会
■９月９日（水）女性委員会

NCC　ホームページ　https://ncc-j.org/　Facebook　日本キリスト教協議会　TEL 03-6302-1919  FAX03-6302-1920 Email general@ncc-j.org
郵便振替　00180-4-75788　加入者名　日本キリスト教協議会

NCC HEADLINE　［日本キリスト教協議会 最新情報］

戦争の反対語は、平和ではない。対話だ。

A5 判・並製・246 頁

定価 1,650 円（税込）

ウクライナ、ガザ、台湾有事――。不安が煽ら
れる時代に、非暴力と平和主義の思想と実践を
問い直す。日本クリスチャン・アカデミー、関
西セミナーハウス活動センター渾身の講演録。

「戦争の時代」にしないために
　　　　　　　　　非暴力・平和主義を求めて　

日本クリスチャン・アカデミー
関西セミナーハウス活動センター◉編

第１部　「戦争の時代」にしないために
岡本厚／松浦悟郎

第２部　中東の平和は可能か
中西久枝／石川 立

第３部　非暴力・平和主義を求めて
朴 賢淑／踊 共二／西村裕美

〒169-0051　東京都新宿区西早稲田2-3-18-21b
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「ここに来るのが楽しみ」「ここな
ら何でも話せる。座っているだけで
安心」――集まった人の表情が自然
と穏やかになります。ゆっくりとし
た和やかな時間が流れている場所が、
京都・城興寺の「親あるあいだの語
らいカフェ」です。
　どこに住んでいて、何をしている人
か？　どんな環境で、どんな障害や病
気を持っているのか？　知らない人同
士でも分かり合えて、来ているうちに
顔見知りになり、良い関係性ができ、
大切な場所になっていく。私も３カ
月に１回の開催日に看護師として参
加し、「ふぁみりーあったか保健室」
を開催しています。体のこと、病気の
こと、家族のこと、将来のことなど、
話は尽きることがありません。

　訪問看護の仕事をしていますが、
誰もが何らかの悩みや不安を抱えて
います。自ら発信できる方はいいの
ですが、中にはどこに相談すればよ
いのか、私のこんな個人的な話は誰
にもできない……と、一人で抱え込
んでいる方もおられます。「体や病気
のことが心配で」と話をうかがって
いると、本当は家族のことや子ども
のこと、経済的なことが心配で悩ん
でいたりもします。
　一人でいろいろなことを抱えている
と、健康な人でも心身に悪影響を与え
かねません。なぜこんな病気になって
しまったのか？　私だけどうしてこん
な目にあうのか？　などいくら考えて
も解決できない問題もあります。
　しかし、誰かに話をする、今の思い
を伝えるだけでも気持ちは楽になりま
す。そこにアドバイスや助言は必ずし
も必要なく、ただ話を聴いて（傾聴し
て）もらうだけでいいのです。
　話をする場所（環境）や話す相手
は、心理的安全性を考慮する必要が

あります。自分が
思っていることを
声に出して話す、
自分の話を自分の

耳で聞くことで、本当は自分
はどうしたいのかを考えるこ
とができ、自ら一歩前進でき
るきっかけになります。そん
な心理的安全性が確保された、誰も
が安心して集える場所が「語らいカ
フェ」です。
　制度や専門職性があっても、心配
事や不安、孤独が解決しないことは、
本当にたくさんあります。解決する
ことがゴールではなく、少しでも不
安や孤独感が軽減する。自分は一人
ではないと安心できる。分かっても
らえる。そばにいてくれる人がいる。
話を聴いてくれる人がいる。そんな
場所があることをもっと当事者、介
護者、医療・介護の専門職、行政関
係者そして老若男女に広く知っても
らいたいです。

医療・介護・福祉の関係者は、何
か支援（助けること）をしてあげな
いといけないと考えがちです。当事
者や介護者としっかり向き合い、話
を聴く・思いを聴くことによって、

支援につなげなくてもご自身で解決
できることが少なくないと思います。
これからどうなるのか、どうすれば
いいのかが分からないと、人は不安
になります。この先に起こるかもし
れないことに対しての対応方法を知
っていれば、不安は緩和されます。
　誰もが不安を緩和し、今をそして
未来を自分らしく生きていけるよう
な社会にするためにも、この「語ら
いカフェ」がさらに全国に拡大し、
一人でも多くの方の集いの場所にな
ることを願っています。

　うかい・あゆみ 訪問看護ステーショ
ン仁（京都市山科区）所長。1993年か
ら急性期病院や開業医などで看護師と
して働き、2016年から訪問看護を始め
た。21年からは日本在宅医療連合学会
評議員を務めている。

【22】解決がゴールではない　
鵜飼亜由美

京都・城興寺で行われている「親あるあいだの語らいカフェ」

「親なきあと」を
ともに生きる

お寺と教会の
〈語らい〉から始まる支援

NCC 宗教研究所　ホームページ https://nccisjpnew.wixsite.com/nccisjp　Facebook  NCC Center for the Study of Japanese Religions (Kyoto)
T/F 075-366-2421　　Email studycen@mbox.kyoto-inet.or.jp　郵便振替 01060-6-2555

ACT ジャパンフォーラム　ホームページ https://ncc-j.org/actjapanforum/　Email actjapanforum@ncc-j.org
三菱 UFJ 銀行　高田馬場支店　普通 2255233

ACTアピール
災害時に教会の力を結集する仕組み

　ACTアライアンスの活動で一番良く知られているの
は、なんといっても災害対応でしょう。実際に、世界
のどこかで地震や洪水、干ばつ、紛争などによる大き
な人道危機が起きた時、ACTはどのように動くのでし
ょうか？ ACTアライアンスには、被災地での支援を調
整し、必要な資金を集める「ACTアピール」という仕
組みがあります。このアピールは、現地での救援活動
を全世界につなげる役割を果たします。
　その第一歩は、被災国のACTフォーラム、つまり現
地の加盟団体による協議です。各団体は、被害の状況
を把握し、自分たちが持つ人的資源や経験、支援でき
る地域や分野を確認します。そして、緊急支援が必要

だと判
断した

場合、「ACTアラート」をジュネーブの本部事務局に提
出します。地震や洪水のように突然起きた災害では、
原則として発生から24時間以内の提出を目指します。
　アラートには、災害の種類と規模、被災地域、被災
者数、食料・水・住居・医療などの不足、行政や国連、
他の支援団体が活動しているかどうかなどを記します。
また、現地の教会や地域団体が何をできるか、どのよ
うな支援を計画しているのかも示します。災害直後に
は、すべての情報がそろっているとは限りませんが、
その場合は、何が現時点で分かっていないのかを記し
ます。支援の開始を遅らせないことが大切なのです。
　ACTアラートが提出されると、緊急運営委員会が48
時間以内に会議を開きます。被害の大きさ、緊急性、
状況の複雑さ、現地の対応能力などを検討し、アピー
ルを開始するかどうかを決定します。比較的小規模な

災害には、より迅速な「緊急対応基金」が使われる場
合もあります。
　開始が承認されると、現地の加盟団体は７日以内に、
最初の支援計画と予算を提出します。この計画は、初
めの３カ月間に何を行うかを中心にまとめます。被災
者の声と必要を丁寧に把握し、行政や他団体と調整し
て、支援の重複や取り残される人が生じないようにし
ます。計画はACT事務局の確認を経て全世界に「ACT
アピールとして」公表され、世界の加盟教会や団体に
献金と協力が呼びかけられます。
　ACTアピールは、単なる募金活動ではありません。
現地の教会と地域社会を中心に、世界の教会が祈り、
資金、専門性を持ち寄り、被災した人々の命と尊厳を
守るための共同の働きです。まさに、教会の交わりを
「行動する希望」へと変える仕組みなのです。

（藤守義光　ふじもり・よしみつ＝日本キリスト教会
／ACTジャパンフォーラム事務局）

対話の可能性を信じて　ISJPプログラム25周年

　21世紀も四半世紀を迎えました。この25年を振り返る
と、世界の宗教は二つの異なる方向へ歩みを進めている
ように思われます。
　一つは、宗教と政治との結びつきが、これまで以上に
強まっていることです。欧米ではキリスト教を背景とす
る政治運動が存在感を増し、各地でナショナリズムと宗
教が結びつく現象が見られるようになりました。その動
きはキリスト教だけに限らず、仏教をはじめとする他の
宗教にも及んでいます。
　こうした潮流は、インターネットという新しい公共空
間によってさらに加速しています。SNSや動画配信では、
宗教的なメッセージと政治的な主張が重なり合い、それ
ぞれの価値観を共有する人々の間で繰り返し語られま
す。その結果、異なる立場との対話よりも、同じ考えを

確認し合うことが優先される場面も少なくありません。
　一方で、宗教を他者との対話を通して自己を問い直す
営みとして受けとめようとする考えもあります。違いを
越えて出会い、耳を傾け、共に考える。その積み重ねの
中に、宗教が本来持っている力を見いだそうとする試み
で す。NCC宗 教 研 究 所 が25年 間 続 け て き たISJP
（Interreligious Studies in Japan Program）は、そのよう
な対話の可能性を大切にしてきました。
　このプログラムでは、毎年９月末から12月末までの10
週間、ヨーロッパや神学・宗教学を学ぶ学生たちが来日
し、日本の宗教文化を学びます。仏教史や仏典講読、民
俗宗教と神道、新宗教、日本のキリスト教、「対話の神
学」といった授業に加え、各地でのフィールドワークを
通して、宗教が人々の生活の中でどのように息づいてい
るのかを体験的に学ぶのです。
　その際、何よりも大切にしているのは、「経験としての

対話」です。対話とは、自分の立場を主張することでは
ありません。異なる伝統に耳を傾け、その背景にある歴
史や文化、人々の思いに触れることです。そして、その
出会いは相手を理解するだけでなく、自らの信仰や価値
観を新たな視点から見つめ直す機会にもなります。
　宗教は、文化や民族、国家の違いを超えて、人間が共
に生きるための知恵を育んできました。その知恵は特定
の宗教だけに属するものではありません。互いの違いを
認めながら共に生きる姿勢の中に、宗教が社会に果たし
得る役割があるのではないでしょうか。
　ISJPは25年間、異なる文化と宗教に出会い、対話を重
ねながら学びを深める場を育んできました。分断や対立
が深まる今だからこそ、そのような出会いと対話の意義
は、これまで以上に大きくなっていると私たちは信じて
います。

（エスベン・ぺーターセン＝NCC宗教研究所副所長）
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